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本事業が目指すもの

鹿島・太良を何度も訪れたくなる、愛おしくなる地域へ
肥前鹿島駅エリアを玄関口として、スローツーリズムが存分に楽しめるエリアにプロデュース

3

肥前鹿島駅にチェックインし、長崎本線沿線の各宿に宿泊する「長崎本線沿線えき

やど」の展開を今後想定しています。

鹿島・太良地域のスローツーリズムの世界観を「沿線えきやど」の起点、肥前鹿

島駅から沿線全体へ展開し、ローカル鉄道の新しい活用モデルとして、鹿島・太

良地域への来訪者の増加、周遊促進、シビックプライドの醸成を目指します。

「長崎本線沿線えきやど」の展開

肥前鹿島駅

肥前

七浦駅

肥前

大浦駅

多良駅
肥前

飯田駅

長
崎
本
線

肥前浜駅

駅ごとの個性あふれる

まちやど客室で宿泊

「長崎本線沿線えきやど」のレセプション

肥前鹿島駅で
チェックイン

‐『むしろこれから鹿島・太良』の志で、地域の未来を創り上げていく‐
鹿島・太良地域は、祐徳稲荷神社や酒蔵、面浮立、鹿島錦といった歴史や伝統があり、海産物や農産物など有明海や多良岳の

豊かな恵みが素晴らしい地域です。
佐賀県は、鹿島市、太良町と連携し、鹿島・太良にある本物の価値を磨き上げ、県内外へ発信する、「むしろこれから鹿島・太良

プロジェクト」を始動。令和５年11月にはプロジェクトの拠点となる「ＫＡＴＡラボ」を鹿島市内に開設。地域に入り込んで、地域
のネットワークづくりを進めている。
プロジェクトでは、鹿島・太良地域を１つの圏域としてプロデュースし、この地域にしかない本物の地域資源をゆっくりと暮らす

ように楽しんいただく、スローツーリズムを推進します。県南西部地域の交通・観光の拠点である駅エリアについては、スロー
ツーリズムの玄関口として整備する予定です。
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鹿島・太良地域で推進するスローツーリズムとは？ 2

鹿島・太良で暮らす人々との

“コミュニケーション” “ふれあい”

「酒蔵」をめぐりながら、

それぞれの銘柄を飲みくらべ

「浜川」沿いをサイクリング多良岳山系から広がる

「だんだん畑」の景観を眺める

一面に広がる「麦畑」と

風を感じる

干潟に生息する

「水鳥」を観察する

※5

「金時食堂の皿うどん」で

お昼の腹ごしらえ

鹿島・太良の人の“ 日常に出会う” こと
で

鹿島・太良のスローツーリズム

鹿島・太良ならではの
多彩な「生活文化」「風土」「人」を感じる旅

何度も行きたくなる、愛おしくなる

3



観光における近年の世界的潮流
出典：2024 年「世界的潮流を踏まえた魅力的な観光 コンテンツ造成のための基礎調査事業 調査報告書」観光庁 のデータに加筆作成

地元の住民の生活に溶け込む「イマーシブ旅行」「immersive travel」

2023 年にヒット件数が 3,433 へ急増（2018 年＝100 として指数化）

※immersive travel =「日常・地元へ溶け込む旅」

■イマーシブのヒット件数（ 2018 年→2023 年） ■旅行者の嗜好に関する調査結果
出典: B o ok ing. com “ SUS TAI NAB LE TR AVEL REPO RT 2023 ”, A merican E xpres s( Global Tr
ave l Trends Rep or t , 2023 年・2024 年)、Tr ave l We ekly “ N e i g hborho o d Tourism S oar s as Tr
ave ler s S e ek a Lo cal S ens e
of Pl a ce”( 2023 年10月18日)、Pl a ce Work s “ Tr ave l Trends 2023 : Insig ht s f rom Trip Adv i s or
to G et M ore H ote l Gues t s”  6 4

・旅行者は旅先の文化を味わい、自分たちの地元 の友人が知ら
ない、「隠されたよいもの」(hidden gems)を探索できる機会へ
の欲求を特定

に関心を示している

(American Express(Global Travel Trends Report, 2023)

• 冒険や探検に飢えている旅行者だけでなく、当地の文化に没入
(immerse)したいという欲求を示し、旅行者が当社の旅行

(American Express(Global Travel Trends Report, 2024。Seabourn Cruise
Line(米国のクルーズ会社)のコメント)

75%の旅行者は地元文化を代表する本物の体験を探し求めている

（booking.com/2023年）

（American Express/2023年・2024年）

近年、世界的にスローツーリズムへの興味関心が高まっている

本事業におけるスローツーリズムのターゲット

本物志向で、スローな旅（贅沢な時間）を楽しむ層

想定③（海外）

“日本固有の地域文化を体験したい”層

想定②（国内）

“そこにしかない本物”を求める層

想定①（国内）

“ 地域との関わり”を求める層
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本事業におけるターゲット層（国内）

ターゲットの居住地について
■佐賀県を訪れている国内旅行客の居住地延
べ宿泊者数（日本人）の構成割合

（ 2022 年/※鹿島市のみ2016 年）
出典：「観光予報プラットフォーム」（観光予報プラットフォーム推進協議会）
地域経済分析システム：RESA S内「延べ宿泊者数」データを用いて作成 ht tps: //res as . go. jp/
鹿島市以外は2022 年データ、鹿島市のみ2017 年以降のデータがないため2016 年データ

5位4位3位2位1位延べ宿泊者数

佐賀県

195人(10.5%)

神奈川県

224人(12.0%)
大阪府

238人(12.8%)
山口県

262人(14.1%)
福岡県

430人(23.06%)
1,865人鹿島市※

東京都

588人(3.7%)
熊本県

706人(4.4%)
長崎県

1,168人(7.2%)
佐賀県

2,655人(16.4%)
福岡県

7,727人(47.8%)
16,170人太良町

大阪府

59,223人(5.7%)
佐賀県

69,712人(6.7%)
東京都

73,851人(7.1%)
長崎県

82,472人(7.96%)
福岡県

322,887人 (31.2%)
1,036,628人嬉野市

大阪府

13,844人(6.0%)

神奈川県 16,615
人(7.2%)

東京都

19,849人(8.6%)
長崎県

25,596人(11.0%)
福岡県

46,977人(20.2%)
232,212人武雄市

・子育てを終えた50代以降

・夫婦または女性グループ

【想定するターゲットの滞在中の体験】
・酒蔵や生産者との交流を楽しむ日本酒巡り
・干潟やオレンジ海道など景色を楽しむ

・男女 20 ~30代

・未婚の1~2人旅

【想定するターゲットの滞在中の体験】
・レンタサイクルを利用した市街地の個人店舗巡り
・「行きつけの場所、いつも会う人」とのコミュニケーション

■宿泊旅行に対する意識（2023 年）
出典：2023 年「じゃらん宿泊旅行調査2023」（リクルートじゃらんリサーチセンター調べ）より ht tps: 
//jrc. j a l an. ne t / w p - content /uploads / 2024 / 03 / G eneration Z-Values _ Re
lease. p df

※「地域体験交流タイプ」…地域とかかわりを求め、将来的な移住・地元の人との交流・貢献・風土や生活習慣を体験する
など自ら主体的に行動し旅を楽しむ。

■旅行における体験別ニーズ（ 2022 年）
出典：202 2 年「「帰る旅」需要調査」（リクルートじゃらんリサーチセンター調べ
）より一部抜粋
ht tps: // j rc . jal an. ne t / w p - content /up -
loads / 2023 / 02 /ce 5e 0b78 d 1118 6123 e 4 8 d 3 db7c
0999 f 4 . pdf

若年世代ほど「地域との交流・地域貢献」への関心が高い傾向にある 50 代以降シニア層では「量より質」の傾向にある

九州内近隣のみならず

東京都からの来訪も想定

想定②

“そこにしかない本物”を求める層
想定①

“地域との関わり”を求める層

■50 代以降女性の
旅行の好み・嗜好
（ 2024 年）
出典：2024 年「旅に関する意識と実態調査
2024」（株式会社ハルメク・エイジマーケティング
）より一部抜粋 ht tps: // 
w w w.halm ek-ho lding s . co.-
jp/news /pres s /  2024 / 811
hqtrjhqd /

48.6

43.8

43.8

41.2

34.7

33.6

40.0

40.0

43.8

52.4

17.8

16.3

16.4

15.2

12.9

60% 80% 100%

30代

20代

40代

50代

60代以上

■宿泊施設のタイプ（ 2018 年）
出典：『その多面性に迫る 最新シニア旅行者像』内
2018 年「じゃらん宿泊旅行調査」（リクルートじゃらんリサーチセンター調べ）
データを用いて作成
ht tps: // j rc . jal an. ne t / w p - content /up -
loads / 2019/ 06 / 32 afc 80830 9 af a14 8f 6 d 8f 513 a
0 d 58 de.p df

シティホテル・
ビジネスホテル リゾートホテル・旅館 その他

0% 20% 40%

■国内の旅行市場の動向（ 2024 年）
出典：2024 年「じゃらん宿泊旅行調査2024」（リクルートじゃらんリサーチセンター調べ）よ り ht tps: 
//jrc. j a l an. ne t / w p - content /uploads / 2024 / 07/Jal as y uku 2024M arket
_Trends . p df

シニア層の方が宿泊数が多く、宿泊費は高い傾向があります。
今、日本の観光政策は、量よりも質を重視する方向にシフトしています。
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■滞在パターン（ 2023 年）
2024 年「インバウンド消費動向調査（旧 訪日外国人消費動向調査）」（ 観光庁）より、
「地方滞在者の消費行動等に関する分析」データを用いて作成 ht tps: 
// w w w.mlit. go.jp/ k anko cho/content /0 0175 4304.p
df

全体
欧州

韓国 台湾 中国

三大都市圏
（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・愛知

県・京都府・大阪府・兵庫県）

地方部（三大都市圏以外の道県）

三大都市圏＋地方部日帰り

三大都市圏＋地方部宿泊

本事業におけるターゲット層（海外）

想定③

“日本固有の地域文化を体験したい”層

■観光・レジャー目的の訪日旅行における滞在日数（ 2023 年）
出典：2023 年「訪日外国人消費動向調査」（ 観 光 庁 ）
日本政府観光局（ J I NTO）「日本の観光統計データ」内「訪日旅行の実態」データを用いて作成 ht
tps: //s tatis tics . jnto. go. jp/g raph /# g raph - - B reakdow n - - by- - numb er- -
of- - v i s i t s

全体

韓国

台湾

中国

フランス

イタリアス

ペイン

・日本に半月以上滞在し全国を巡る欧州圏からの訪日者

・何度も日本を訪れているアジア圏からの訪日者

【想定するターゲットの滞在中の体験】
・鹿島を拠点に複数日宿泊、嬉野や武雄、有田も巡って焼き物文化にふれる
・買ってきた新鮮な食材をまちやどのキッチンで調理

ターゲットの居住地について
■佐賀県を訪れている外国人旅行客の居住地延
べ宿泊者数（ 外国人）（2023 年）

現在すでに佐賀県を訪れている

アジア圏*のみでなく、

欧州圏からの来訪も想定
＊佐賀国際空港からの直行便が運行している都市

アジア圏からの訪日旅行者はリピーターが多く、 また、

日本固有の地域文化への関心が高い傾向にある

出典：2023 年「訪日外国人消費動向調査」（ 観 光 庁 ）
日本政府観光局（ J I NTO）「日本の観光統計データ」内「日本各地への訪問の実態」データを
用いて作成
ht tps: //s tatis t ics . jnto.go. jp/g raph /# g raph - - lo dgers- - by- -
prefe c ture

■地方訪問時にしたい活動（ 2022 年）
2022 年「D BJ・JTB Fアジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査（（株）日本政策投資銀行、（ 公財）日本交
通公社）より、「訪日リピーターが地方訪問時にしたい活動」データを用いて作成 ht tps: // w w
w.dbj.jp/upload / inves t i g ate /do cs / 7cc fe 6956 b812ca76 e 024 b7356 e96093.p
df

欧州圏からの訪日旅行者は長期間滞在し、

都心だけでなく地方部も巡る傾向にある

■訪日回数（観光・レジャー）（2023 年）
出典：2023 年「訪日外国人消費動向調査」（ 観 光 庁 ）
日本政府観光局（ J I NTO）「日本の観光統計データ」内「訪日旅行の実態」データを用いて作成 ht
tps: //s tatis tics . jnto. go. jp/g raph /# g raph - - B reakdow n - - by- - numb er-
- of- - visit s

全体

韓国

台湾

中国

香港

タイ

来訪1回目
コアリピーター
（6回以上）

台湾

自然や風景の見物

イベント・祭りの見物

48

64

29

43

0

香港

その土地の郷土料理を食べる

ドライブを楽しむ

初訪日者 訪日リピーター

地域に住む人々との
触れ合いを楽しむ

タイ
その土地のならではの

お酒を購入する

地方訪問時にしたい活動（訪日リピーターで特に高い項目）

20
中 国

0

山登りやハイキングを楽しむ

10

20

40 60
80%

35
5
1

20 40 60
80%

14

22

14

22

1
6 30
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肥前鹿島駅エリアのコンセプトと公募対象施設

鹿島・太良エリア

何度も訪れたくなる、愛おしくなる地域へ
肥前鹿島駅を玄関口として、スローツーリズムが存分に楽しめるエリア

肥前鹿島駅エリア

「スローツーリズムの玄関口」であり、「暮らしの玄関口」

5

新駅舎
駅前広場復元駅舎

鹿島・太良の本物を
ゆっくり、じっくりと楽しむ
スローツーリズムの拠点

飲食・物販
スペース

沿線えきやど
（宿泊施設）

公園のように

すべての人にひらかれた

「多彩な日常」を育む場所

今回公募今回公募

観光交通案内 子育て世代などが
集えるスペース

ホテルのロビーのような、素晴らしい鹿島・太良地域を発信し、お迎えする空間

地元に愛される
食文化・地場産品の
新しい価値観を発信

まちのラウンジ

観光客も地域の方々も
自然と集える
多目的空間

フロント カフェ
スペー
ス

学生ス
ペース

公共交通
待合所

キッチンカー
イベントスペース

商業ゾーン 公共ゾーン
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新駅舎の各コンテンツの基本方針（１/２）

肥前鹿島駅えきやど
（長崎本線沿線えきやど）

・鹿島・太良らしい空間、ゆっくり、じっくり滞在できるキッチン付
きの広い客室（３０㎡）

・客室のグレードは、ビジネスホテルよりワンランク上

また 今後、長崎本線沿線へのえきやどの展開を目
指したいと考えており、肥前鹿島駅えきやどは、「長
崎本線沿線えきやど」の拠点（フロント）となることを
想定します。

鹿島•太良地域、本物の地域資源をゆっくり、じっくり
味わっていただくスローツーリズムの拠点となること
を目指します。

そのため、えきやどでは、右に示すような宿泊サービ
スを提供します。

通常のガイドブックに載っていない地域のデイープな情報を提供

・まち全体を宿と見立てて、まちなかの飲食店、まちあるき、人と
の出会いなどを楽しむ■目指すもの

鹿島・太良地域の贅沢な時間（旅）を、ゆっくり、じっく
りと楽しむ層

■サービスイメージ

ゆっくりと、贅沢にまちを楽しむ宿泊施設

■ターゲット
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9

飲食・
ショップスペース

そのため、鹿島・太良地域の地元に愛される食文
化・地場産品をつかった、今にない新しい価値観で
提供する飲食サービスや

鹿島・太良地域での贅沢な時間（旅）を、ゆっくり、
じっくりと楽しむ層

地域の幅広い人々の日常使い。

■目指すもの

■ターゲット

鹿島・太良地域のこだわりの産品をクリエイティブ
に発信する小さなセレクトショップを運営します。

※えきやどとも連携した運営を行うことを想定

まちのラウンジ
（公共ラウンジ）

地域に訪れた人が、駅におりたった瞬間に、
鹿島・太良を感じられ、地域を訪れた人をお迎えす
るホテルのロビーのような、空間を目指します。

■目指すもの

また、地域の方々が、自然と集う空間、地域の憩いの
場、活動の場も目指します。

さらに、駅利用者のための待合スペースや商業ス
ペース利用者のためのスペースも兼ねるため、つく
りこまない多目的な空間をつくります。

新駅舎の各コンテンツの基本方針（2/２）

飲食・
ショップスペース

訪問者が地域をもっと知りたい、地域を巡ってみた
いと思うような地域との関わりがある飲食、ショッ
プスペースを目指します。

また、まちのラウンジとも連携し、地域の人が、日常
的に集える空間も目指します。



肥前鹿島駅運営プロジェクトチーム（仮称）体制と動きのイメージ
5

準備チーム
（R7.1発足）

R7．１～３

・今後の方向性、課題等の
認識合せ

新駅舎
オープン

準備①（方針目線合せ）

新駅舎ブランディング

R7．４～R8.3 R9.４～R10.3

実施設計

プロジェクトマネージャー

・地域を巻き込み
チームをづくる

・鹿島・太良スローツーリズム推進（企画・運用）
まちやどの沿線展開

・新駅舎のコンセプト、マーケティング、コンテンツづくり
・プロモーション など

・鹿島太良らしい、
唯一無二のハードづくり

R8．４～R9.3

復元駅舎、広場等の方針検討

パートナー
企業

行政
（県・鹿島市）

設計者パートナー
企業

行政
（県・鹿島市）

地域のプレイヤー

プロジェクトチーム
（R7年度中発足予定）

体
制

動
き

設計者

鹿島太良エリアブランディング

公募により民間事業者が決定後は、プロジェクトチームを立ち上げ、官民連携の体制を構築します。
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そのほかにも、プロジェクトチームでは、スローツーリズム推進のための様々な取組みを検討
していきます。

11

例えば…

※これらはすべて例示です

地域の人が地域を案内するツアー。来訪者と市民が交流する仕掛け。

１階に子供×アーティストのコラボで鹿島
の好きな場所を描いた絵を展示
子供達が描く事によって幅広い世代の共感とシビックプライドを醸成
アーティストとコラボすることで統一感、世界観を保つ

長崎本線各駅停車の観光列車化（駅弁スタイル）
各駅停車駅で駅毎に売りになる商品を駅弁スタイルで販売

（まちやどが企画運営するイベント。宿とセットのプランとして販売。）

駅の伝言板で告知する同窓会プラン
懐かしい駅の伝言板をイメージした告知で同窓会を募り（ SNSも活用）最上階

テラスでの食事と宿セットで販売（ 幹事代行も検討）

街のツアーコンシェルジュ制度


